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第13回東北六県公共パネル作品展

盛大に仙台市勾当台公園で開催
青森・岩手・秋田・宮城・福島 ・ 山形の各組合員から5点づっ宮城県10点宮城の協賛6点合計41点の作品

展が宮城県仙台市で平成2年10月25日～27日まで開催されました。作品は各県の代表ですので、 いづれ劣らぬ

力作ぞろいで、 道行く 人公園に来る人々の注目を呼びました。審査の結果建設大臣賞には山形県側スカワさん

の作品が選ばれました。出品された事業所の方々本当にありがとうございました。
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東北地区屋外広告美術業組合連合会

主催による公共パネル展も十三
回目と

なり、
年々
それらの作品が充実且つ
向

上していることを実
感しました。

日頃 、
商業的なものを手懸けられて

いる第一
線の方
々
が、
こうして公共的

テlマ作品を互いに持ち寄り、
公共へ

の奉仕活動を通じて、
大衆に

貢啓乞し 、

且つ 、
それらによっ
て、
時代性を把握

した上での、
技術向上を目指している

姿勢に 、
敬意を評したいと思います。

さて、
東北六県から寄せられた三
十五

点の作品から入賞
作百聞を選びましたが、

素晴らしい作品群に
圧倒されました。

私達なりに
評価基準として、
四項目の

観点から選定させて頂きました。

その一
つ
目は「
時代性」
です。
時代

を認識した上での感性度 、
センス
を条

件としました。
二つ目は「テlマに副っ

た表現
力」
で
す。
テーマをどこまで
深

く追求した作品で
あるかを条件としま

した。
三つ
目は「
対象年齢の広さ」
で

す。
屋外広告は、
若年層から高齢者ま

で
幅広くアピールするものです。
大衆

的
視点を
条件とし
ました。

四つ
目
は

「安全性・
耐久性」
で
す。
長時間屋
外

に
設置しても安全性の点で満足するも

のかどうかと言う
条件を
設定しました。

以上の四項目の条件から入賞作品が選

ばれました。
慎重に
審査致しました0

0建設大臣賞〔その一滴の快楽が人生

を駄目にする〕
山形県側スカワ。

。日広連会長賞〔さよう
なら人類〕
秋

田県側新和工芸、
ー

フォ
ルメ
化された

地球と人
問 。
そして文字のデザイン処

理が素晴らしい。
だが、
意外性という

点から見れば申し分ないのですが、
環

境問題を訴える内
容で
あるにもかかわ

らず、
絵柄に
関連性を見出すのに
時間

がかかる点が難点です。
以上日広連会

長賞まで 。
設営に参加の皆様本当にありがとう

ございました。
開催中は見学者にチラ

シ（一
千部）
配ばる、
平成三年度は岩

手県になります。
よろしくお
願い致し

ます。
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茶道に
ご
期一
会」
と言う
教えがあ

り、
一生のうちに 、
その人と会えるの

は一度限りで
あると考え、
心をこめて

もてなす様にと教えております。
東北

地区連の総会は一年に一度で
あり、
今

年も元気でお会い出来たとお互いに心

なごむ総会で
ありたいと願っ
ておりま

す。昨年十月開催の公共パネル展は東北

六県を二
巡し 、一二巡回の十三
回となり

ました。
東北地区連合会と致しまして

は唯一の社会奉仕事業であり、
技能向

上を目的としたイベ
ントで
あります。

会員の皆様の熱心なご
協力に感謝申し

上げます。
本年一月開催の第十回技能

グランプリには、
日頃の技術の研績の

成果として一位に岩手の長嶋さん、
三

位に山形の苅田さん、
五位に福島の松

野さん、
優秀
賞に
宮城の佐々
木さんと

秋田の小畑さんと言うことで
東北五県

から入賞者が出ました、
日広連の技能

開発委員会の鈴木泰治委員長はグラン

プリlも十回目で
あるが、
一地区でこ

の様な多数の上位入賞は始めてであり、

東北の技能の高さを全国に
昂揚した大

会で
あっ
たと賞賛されました。

年号が平成と変わりましてから都市

影観問題がクロ
ーズアップされて来ま

した。
これは屋外広告業界としては重

大な関心事で
あり、
対応策を研究しな

ければならないと考えます。

カツテングマシ
の普及により、
看板

屋さんの本領で
ある書くと一言うことが

少なくなりましたことに
依り技能の軽

視が見られますが、
こう言う
時代で
あ

るからこそ、
デザインの重
要性が大き

くなっ
たと考えられます。
日広連にあっ

ても、
サ

イ
ン
ク
リ
エl
タi

の
養
生 、

「サインズ・
イン・
ジャ
パン」「
新作サ

インデザイン集」
の発行等 、
サインの

理論と実
務指導・
専門的
知識の普及に

つ
とめております。

情報化社会と言われている現
在は、

特にコ
ミニ
ケlショ

ンが大切と考えま

すので 、
各委員会の運営に
於ては、
中央

委員長の居られる県で
委員会を開催、

地元組合員とのコ
ミニ
ケ！ショ

ンの場

を広げたいと考えております。
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平成二
年度事業計画案の
冒頭には先

ず「組合員諸君・
組合が何をしてくれる

かでなく、組合のために
何ができるか

を考えてほしい。」
と
書か
れて
ある。

申すまでもなく、組合は組合員の互助

の精神に基づ
き組合員の為めの必要事

業を行い、もっ
て組合員の自主的な
経

済活動のH活性化H
をモットーとして

いる。望まれるのは組合員の互助の精神に

基づ
く自主的な
活動で
ある。
さて平成

二
年度の最大事業は「創立三十周年記

念式典
及び
諸行事の実施」
で

あっ
た。

この事業の成功は正に組合員の互助

精神に基づ
く自主的
活動のあらわれと

、
言い得ると思ふ 。

一例をあげれば記念誌広告費、募集協

力では青
森
支
部

町
店

弘
前
支
部

日
店

八
戸
支
部

出
店

十
和
田
支
部

日
店

賛
助
員
会

日
店

県外スポンサー

m
店

の応募を得、また「あおもりサインズ

資材展ω」
には中央メーカー
外十六
店

の出展により当組合創立三十周年の記

念事業に
華をそえ
得たことを記し、関

係各位に
あっ
く敬意と感謝を捧げる次

第で
ある。
さらに
各支部は
独
自の

事

ほつと
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業・
行事を行っ
て三十周年を祝い、組

合の社会的
存
在をアピールし、同時に

資材関係の各社、屋外看板受注各位と

の関係を密接にし、関係官公

私各機関、

全国同業協同組合のご
協力と親睦に実

効をあげ得たことを喜びとしたい。

平成二
年度事業計画に
掲げ、実施
が

不十分または再検討をすべ
きものは、

平成三
年度の事業計画にとり入れ、検

討し、前年度の反省にたっ
て効果的な

実施
をはかられることになるが、組合

にとっ
て平成二
年度は誠に意味深い年

度で
あっ
たと思う。

加えて平成二
年十月十八日に全国中

小企業団体中央会より全国大会に
於い

て表彰の栄を
受けたこと、また参与石

岡竹太郎氏の勲七等青色桐葉賞叙勲、

佐藤清治氏の卓越技能者の労
働大臣賞

の受賞がさらに
平成二
年度の組合にとっ

て栄光へ
の年で
あっ
たことを痛感させ

るものがある。

終わりに平成二
年度に
於いて実施さ

れた事業を挙げて報告を終わりたい。

O組合
財政の確立（増資）

O支部活動の活性化

。パネル作品展、グランプリの参加

。技能検定受験の奨励

O情報の伝達、連絡網の確立

O友好団体との交流・
協力

O青年部の拡充外
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岩手県屋外広告美術業共同組合は、

この激動の世界
情勢の中、今年創立三

十周年を迎えます。

特別に、記念するべ
き年の事業とい

うものは用意いたしておりませんが、

理事会といたしましては、県の業界、

組合内
外の正確な

法を完全に
把握す

ることになり、書類を作成し、ブロ
ッ

ク
毎にリサーチをまとめることになり

土Aアしムん 。
三十周年の記念式典は十月を予定致

しており、予算の枠も決定致しました。

現
在企画委員会は基本計画のプラン

ニ
ングをまとめる作業に
取り組んでお

山
形
県
情
報
文
化
委
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長

ります。
岩広美の青年部は「広和会」
と言い、

土村会長以下十名が
活動しております。

あまり活発な動きは見られませんが、

高橋理事長の提案によると、創立三十

周年を機に青年部会員を充実させ活動

予算も増やし、マンネリズム
の組合内

部に
新鮮なルネッサンス
の風を送りこ

もうという
計画が発表されております。

昨年の動向といたしましては二
年十

月に、中小企業団体青年部ソ
フトボー

ル大会に十三名で参加（応援三
名）
し、

また、十二
月六日に行われました中小

企業団体青年部岩手県大会におきまし

ては、二
名参加しております。

岩手県では、今年から始まる四大イ

ベ
χ
トの一つ

として「ささえる長寿、

あなたが主役」
をテlマに長寿と健康

の祭典
「ねんりんピック引第四回全国

健康福祉祭りいわて大会」
が厚生省、

全国福祉祭推進協議会の主催でおこな

われることになりました。
このイベ
ン

トは九月二
十一日から四日
間開催され、

会場として盛岡市など六市五町三村に

おきまして三十六の競技や交流が予定

されております。
期間中の参加者とい

たしましては全国から十万人が見込ま

れております。
遠からず確実に始まる

高齢化社会に向けてスポーツや心の幅

広い交流の一大祭典となることでしょう。

このシ
ルバ

ー
パワ！の結集が終わる

と来年は、「三
陸、海の
博覧会」
そし

て幻「国民文化祭」、「
世界アルペ
ンス

キ！選手権大会」
と続きます。
我が業

成

平

ー＿＿＿＿.‘
ーー....... 晶
ー＿＿..

平成三
年は年明けから、湾岸戦争、

ソ
連バ
ルト三国紛争、地球環境問題と

激動する舞台の幕開けを恩わせる様で

ある。二
十世紀を迎えるにあたり、人類の

一大変革期なのだろうか、天啓的なも

のの様に感じられる。
十九世紀迄続い

た社会構造から今新たなものへ
と生ま

れ変わる胎動なのかも
知れない。

搾取に
依っ
て成り立たせてきた先進

国とい

は国々
も、発展した情報と

界も増々
忙しくなりそうです「

近況報告としてのピックニュ
ース

が

あります。
それは平成三
年度技能グラ

ンプリ第一位を岩広美の長嶋勝敏君が

受賞したということです。
グランプリ

も今年で十周年を迎え、この記念する

べ
き一つ
の節目に
堂々
と第一位を獲得

した輝かしい快挙に
我々
は心から大き

な
拍手を送りました。

技能グランプリのあり方
に
対する議

論は以前から事ある毎に
交わされて、

いかにデザイン力を発揮し効果を挙げ

ることが出来るかが上位入賞のキーポ

イントで
あるとされており、表現
テク

ニ
ックは、ほとんど互角で
あると言わ

れております。

今回の勝因はデザインとコ
ンセプト

の
問題で充分に時間をとり

徹底的にテー

マを追求、完全に内
容をマス
ターして

から競技会場に
乗りこんだことに
ある

と思います。

彼はデリケートで
太っ
ぱら、淡淡と

仕事をこなすタイプですが、今回も肝

心の原稿を家に忘れファックスで
取り

ょせるハプニ
ングがあり「
大器」
の一

面をみせております。
奇しくもサブタ

イトルコピーが「
平和につ
くす技能の

ひろがり」
ということで、多国籍軍が

一
日で六十六億円も消費するという
湾

岸戦争の環境破壊は、あらためて人間

のおろかさを考えさせられますが、我々

の職
業を通じて世界の平和に少しでも

貢献することが出来たなら：：：とつ
い

考えこんでしまう
昨今です。

年

古

j畢

一
般大衆の教養により、盲目的に服従

を強いる政策は通用しなくなっ
た。
い

つ
の世も新しいものに
変革する時は破

壊行為があっ
た。
搾取や圧政は必ず後

患を生む事は歴史の示すところで
ある

が人間の愚かさはそれを繰返し続けて

来たので
あるが、澗熟しすぎたものは

落ちるしかない。

日本とてその例外ではない。
いま大

企業にて叫ばれている企業倫理の確立

等も一つ
の社会構造の変吉必
代表的な

レlNl

もので
あろう。
我れら業界もそれらと

共に改革の必要にせまられているので

はなかろうか 。

山形広美も購売事業はじめ諸事業に

付いては例年のご
とくで
細部は省略す

るが、ほぼ一OO%成功裏に終了、組

合員の団結も一段と強まり、平成三年

度もより以上の成功をみる事であろう。

平成四年には山形県にて国体が開催

される、今山形県では全県上げその為

のリハーサル競技が催され、組合の努

力の結果共同受注を取り付け施
行に
あ

たっ
て居る。

此の国体関係の事業の共同作業が成

功か不可かに組合の今
後の活動の指針

と成るかいなか、また組合の存
在意義

も関われる事で
あると考え、執行部一

向奮起努力して居るところで
ある。

組合諸事業は以上で
あるが、対外的

に
取組まなくてはならぬ
問題もあり、

他県諸兄のご
意見指導等をあおぎたく

記するので
あるが、組合も、単細内
部

のみの活動範囲では解決出来ぬ
問題が

多数あり、地区連及び日広連の組織力

を利用し
我れら屋外広告業界の社会的

地位向上を計らねばと考えるところで

ある。ご
存知の事と存しずるが、諸官公庁

において発注されるものに対する価格

の算定基礎の件で、あまりにも実
状に

そぐわぬ
ものがまかり適されていると

いう事で
ある。

これは山形市の場合で
あるが、関係

機関に
配布されている積算表なるもの

の中の、我れら屋外広告業者の一
日の

日当が七000円と記載され、それに

依っ
て発注物の価格の算定を成して居

るという事で
ある。

例えば、市職
員が四十才迄勤務した

場合約三一O、000円の
払飼料に対し、

屋外広告の場合、七000円の割りで

算出してみると、わずか
約一
三七、0

00円これは市職
員の初任給とほぼ
同

額なので
ある。
この様な
差別が今現
実

に行われているという
事はいかに
我れ

ら業界が低い地位に甘じて居るかとい

うことで
ある。

この算出表は全国規模で
配布されて

いるもので
あり、山形県のみの問題で

はないと思うので
あるが、誠に
漸慌恥

辱のなにものでもない。
これらの問題

を組合運動に
取り組み、組織力をもっ

て関係機関に運動を進める事こそ、責

務で
ある。

今日の日本の繁栄を
築いた
陰には労

働組合の
押し上げがあっ
たからだと聞

く 。
大企業、官公庁も労
働組合の組織

を活用し今の地位を
獲得したのである。

大中企業は今豊まれたものに
成っ
た。

これからは小零企業をもっ
と豊かなも

のにしなければならないのではなかろ

うか 。
これは屋外広告業のみの運動で

は駄目な事で、他企業共同組合との連

繋を持たなくてはならないことでもあ

るので
大きな組織力が必要と成るで
あ

ろvっ 。現
在の社会的構造は
個人的にも
搾取

を
容認している 。
いかに上手に
搾取す

るかが企業繁栄の鍵なのだ。
資本主義

は当然の事ながら、共産主義に
至っ
て

も同じ有様で
ある、現
在のソ
連を見る

時、マルクス
の提唱した共産主義は現

実
のものとはならなかっ
た。
なぜなら

民衆が
搾取を
容認する思想から抜け山い

す事が出来なかっ
たからで
ある。
それ

が人間の本質と成っ
ている以上組織こ

そがその利点を利用し
繁栄出来る。
大

企業や国とて組織以外の
何ものでもな

い。
その力を
真の力として活用してこ

そ共同組合の存
在
意儀があると信じる。

又今
後はそう
早急に
体質改善が希め

るものでもないので、従業員等の若手

労
働者の確保は益々
難かしく成る事は

必定で
ある。
零細企業は一人
親方
的な

企業と成り、
働き手は足りなくなる。

その時一体何が大切か、それは協業化

的な組織力が必要となろう。
お互いに

助け合える組織に
依っ
て、入手及び
仕

事の確保等協同化を計る事で
ある。

山広美ではその為の予備知識として

青年部を設立、協同作業等を行っ
て来

た。
一
人
親方
では出来ない大きな
仕事

も、この組織に
依りいかなるものも心

配なく施
行出来る体制が出来つつ
ある。

これなどは今
後の協同組合の進むべ
き

指針と成ることと信じて居る。

一
人前の組織にする事は並大抵な事

では出来ぬ
、かの労
働組合が血と汗を

流した運動経過を
知る時、我れらも血

と汗を流さずして社会的地位確保は不

可能かもしれないが、

現在執行部と成っ

て居る
我れらが、その先駆者たるべ
き

と考え
壮起努力し
新しい年明けにこれ

らの目的が達せられる様組合改革を析

するもので
あも。



組

合

自

主

研

修

会

で

連

帯

意

識

を

高

揚

秋
田
県
組
合
事
務
局

斎

藤

正

一、テlマによる広告物製作実
技講

習講師
理事長丸谷泰博

受講者
六十四名

二
、企業経営と健康管理

講師
医学博士対馬清志

受講者
三十一名

三、今年の景気見通しにつ
いて

講師
羽後銀行調査役武藤隆二

受講者
三十三
名

四、広告物製作機器実技研修

講師
中村塗料販売株課長加
賀

谷弘他

受講者
三十三名

をとりあげ、計画通

り実施、終了した。

事業厚生
委員会の初の試みとして、

組合員及び
従業員用としてTシャ
ツの

オリジ
ナル版を作製、二
百五十枚の注

文に応じた。

支部活動としては、中央支部では、

昨年が組合の三
十周年記念事業などで

実施
できなかっ
たH秋の
鍋っ
こ大運動

会H
を開催。秋田
市の郊外で太半山を

背にした高台、元小学校敷地の尾外運

動場で、現
在は市営の「
藤倉山の家」

レクリエ！シヨ
ン施
設を借用して行っ

た。競技は十一種目に、組合員・
従業員

と家族などで一二
O名が参加。この日

の最高の豪華商品が当るジャ
ンケン大

会は、全員参加によっ
てジャ
ンケンで

最終勝ち残り者が受賞するものだが、

今回は小学生対大人の決戦となっ
た。

全員監視の中で両者
対峠し雌雄を決し

るかに見えたが、「
勝ちは
子供に
譲
り

ます」
のひと言に、この勝負うるわし

き互譲の精神の
発露をもっ
て終り、
居

並ぶ
参加者に深い感銘を
与えるひと幕

となっ
た。つ
なみに賞品はカlテレビ

で、「これが欲しかっ
た。」
と母子が手

をとり言っ
て喜んでいた。

支部活動では、県北支部、県南支部

でそれぞれ合同の支部例会を開催し交

流を深めた。

秋田県と協同で行う屋外広告物実
態

調査が、各土木事務所単位で行われた

が、終了後の意見交換に意義あるもの

があっ
た。

＼ノ号2 く第く

入手不足をかこちながらも景気好調

の波に乗っ
て、組合員各自は事業多忙

の中に暮れた一年であっ
た。それだけ

に組合に関心を寄せながらも積極的な

行動に踏み切れなかっ
た一年でもあっ

た。しかし、その中にあっ
て恒例の公

共キャ
ンペ

ーン作品展は九月五日から

十四日までの十日間、五十組合員の出

品で開催された。これまでの開催要項

と変わっ
た点は、作品テ！マを「
環境

保全」
一つ
に
絞っ
たことで、製作に当

たっ
ては作り易い面とその逆の考え方

があっ
たと思うが、次
年度へ
の課題と

して検討されることとなっ
た。

機関誌「秋広美」
が平成三年一月一

日
発行をもっ
て、昭和四十六年四月第

一号以来百号を重ねることになり、記

念号として急拠二つ
の座談会を企画。

一つ
は行政・
学識経験と組合の三
者に

よる座談会、もう一
つ
は機関誌の編集

責任に当っ
た方
々

によるものであるが、

三
者
座談会は業界を取りまく種々
な環

境、魅力ある業界ゃつ
くり、そして将

来

の業界の向うべ
き方
向など熱心に語ら

れた。
後者の座談会は創刊の苦労話な

ど内
輪話が中心に進められた。また百

号記念に組合員から多数の草稿が寄せ

られ、組合に対する関心の一端を示し

てくれた。

当初事業計画に盛られなかっ
た事業

で、大きな規模で実施されたものとし

て「組合自主研

修重業」
がある。これ

は秋田県中小企業団体中央会の
後押し

によるものであるが、国からの補助が

付いた中央会の企画事業の一環で、当

組合に白羽の矢が立ち、年度途中から

実施
することとなっ
たものである。

この事業の趣旨は、組合員の資質の

向上を図るとともに、組合の活力と創

意工夫を醸成するものとしており、対

象組合は組合員三
十名以上で、一回の

研修の受講者が十五名以上、年間三回

以上の研修会を持つ
ことが条件で、補

助額は研修費総額の二
分の一。ただし

上限額があり、実施
組合はその額以上

の支出を必要とするとなっ
ている。

研修内
容に規制はなく、講師のあっ

旋も中央会がする。

秋広美では、この研修計画として、

ほつと(3) 1991年（平成3年） 3月15日

p 
一 様
十 ；：嬢：
世

紀

に

向

け

て

の

現

況

宮
城
県
情
報
文
化
委
員
長

大

友

敏

夫

宮城県屋外広告美術協同組合（鈴木

る。パネル十六点より出品分十点選ば

定雄理事長）平成二
年二
月二十五日松

れた。平成三
年十月二十五日j二
十七

島ホテル壮観にて第二
十回通常総会出

日第十三
回東北六県公共パネル展仙台

席総数七二名の参加において始まる。

市勾当台公園で盛大に開催される。建

基本方
針として九十年代は自由と開放

設大臣賞に株スカワ（山形）が選ばれ

と規制緩和の時代であり、新しい競争

る。平成三
年度技能グランプリ第十回

と変革の始まりとなる。変革の時代こ

本県より佐々
木二
郎氏が出場優秀
賞に

そが企業の体質と使命をしっ
かり見極

輝くご
苦労様でした。平成三
年度役員

め「天馬空を行く」
の気概で自由奔放

改選が行なわれ本県では初の選挙にて

に創造力を発揮し連体と強調で大きく

役員がきまる。

飛躍する年と願て新年度の始まりであ

現
在本県組合員
総数
二
三一名で構成、

る組合員一丸となっ
て各員会における

組合には八支部がある。各支役員の日

事業計画に向けての出船である当組合

頃の努力と熱意によっ
て、月例に行わ

にな八つ
の支部にて構成されている。

れている理事会議案の報告、各委員会

そのほかに「｛呂美広和会」
青年部があ

の件案報告、各支部会、広和会との相

る。各委員会も積極的な活動を展開さ

互に情報の交換等活発化致しておりま

れてい
る。特に宮広美広和会は（浅部

す。特に各支部聞の合同支部会開催は

喜久男会長）組合の中枢として活躍さ

家族ぐるみ従業員などで
相互の親睦に

れております。激しく変化する情報化

は大きな貢献がなされております。

社会の流れの中で視野を広く技術と頭

O日広連共済保険加入状況

脳をもっ
て努力致しており将
来が期待

事務所共済加入事業所

八十三

されるのである。特に宮城県中小企業

賠責保険加入事業所

一O四

団体中央会青年部に参茄「

労働力確保』

生
命共済加入事業所

十七

「労
働力時間の短縮」
などの
問題など

所得保障加入数

二十七

積極的にとりくんでおるようだ。

デラック
ス賠責

十一

仙台市の屋外広告物審議会が
発足す

O日広連サイズ・
イン・
ジャ
パン
誌の

る。政令都市移行に伴い、宮城県から

購読

の事務委譲で平成元年四月仙台市屋外

購読数
五十三
事業所
購読率
四

広告物の規制する条例を施
行の為平成

十三%

二年二
月十六日その条例に基づ
いて重

O日広連サイン・
デザイン集購読状況

要事項を調査審議する仙台市屋外広告

購読数
十三
事業所

購読率
一
0・

物審議会が発足する。広告関係業者
本

五%

組合鈴木定雄理事長が委員となる。第

O労
働保険事業組合

九回一
級技能グランプリ競技フタジ
ン

加入事業所数

二
十五

看板渡辺純一氏が出場激戦十時間精一

以上のような状況なので皆々
様方
の

杯の努力本当に奮闘ご
苦労様でした。

ご
協力の程をお
願い致します。

平成二年度夏季研修会の開崖宮広美百一

平成三
年度の本県組合の基本方
針と

｛

↑

して、九十一世紀は世界は激動の幕あ

例の研修会が七月七日青葉区旭ケ
丘青

o。今
後を予測する事が大変困

年文化センターにおいて開催。研修課

難であります我々
の業界の行政との関

題①アジ
アの十年と題し河北新報元論

わりを考える時「景観と
調和」「
労
働

説委員長（塩田長和氏）②仙台市屋外

力の不足」
情報化の変化と広告物に対

広告物関係例規の解説市路政課管理係

して工夫と配慮を求められております。

長及宮弘志氏と主事の鈴木弘美氏の解

この様な時こそが情報をしっ
かり見極

説c
第三十二回全国大会参加本県より

わめて、英知を結集し、個性・
創造性

十二
名の参加。平成二年度筆塚祭典と

を大切に連体と協調で大きく飛躍しょ

第十三回東北パネル宮城県作品展九月

う
とで
始ま
りま
す。
組合員の
皆
様と

一日摺岡天満宮境内に祭壇供物が飾ら
（協力心）ボラン
テア
精神で事業
計画

れ、加藤神社総代（元組合顧問外相談

を立派に達成致しましょう、皆々
様方

役組合員）の参列で祭典は滞りなく終

のご
協力をお
願い致します。
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平成二年度地区連
各委員会開催状況

技能開発委員会

盛岡，山王会館

事業厚生委員会

仙台，弥生会館

組織振興委員会

仙台，弥生会館

情報文化委員会

仙台，弥生会館

経営労務委員会

仙台，弥生会館

行政対策委員会

仙台，勾当台会館

財政管理委員会

仙台，勾当台会館

5月9 日

5月29日

6月14日

6月25日

I I 6月27日

10月26日
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当
組
合
青
年
部
も
結
成
か
ら 、
早
三
年
目

を
迎
え 、
当
初
か
ら
懸
念
さ
れ
て
い
た
問
題

点
が
幾
っ
か
出
て
き
て
い
ま
す 。

一
つ
に
は
入
手
不
足
に
よ
る
自
社
の
仕
事

に
忙
し
い
な
ど
で 、
時
間
的
制
約
が
大
き
く

事
業へ
の
参
加
率
が
低
い
こ
と
で
す 。

私
達
業
界
も
建
築
関
係
間様 、
「
3
K」

き
つ
い 、
汚
い 、
危
険
も
う一
つ
付
け
加
え

る
な
ら
給
料
が
安
い
と
い
う
こ
と
で
若
者
た

ち
に
ソ
ッ
ポ
を
向
か
れ
て
い
る
現
状
で
す 。

そ
の
た
め
休
日
で
も
仕
事
を
し
て
い
な
い
と

間
に
合
わ
な
い
と
か 、
た
ま
た
ま
こ
う
い
う

仕
事
を
や
り
た
い
と
い
う
若
者
で
も 、
覚
え

る
要
素
が
多
過
ぎ
る
た
め
任
せ
き
れ
な
い
内

に
辞
め
て
い
く
の
が
数
多
く
い
ま
す 。

又 、
青
年
部
員
の
平
均
年
齢
が
か
な
り
高

く 、
四

十j
四
十
五
歳
と
な
り 、
親
組
合
の

活
動
や
事
業
に
理
事
と
し
て
多
数
参
画
し
て

い
る
た
め
活
動
そ
の
も
の
が
組
合
な
の
で
す 。

県
内
三
地
区
に
青
年
部
の
支
部
が
あ
り
ま

す
が 、
青
年
部
長
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ

プ
不
足

か
ら
き
て
い
る
連
携
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
を
痛
感
し
て
い
ま
す 。

し
か
も 、
青
年
部
員
聞
の
立
場
の
違
い

（
経
営
権
を
も
っ
部
員
と
そ
う
で
な
い
部
員）

の
年
齢
差
に
よ
る
意
見
の
ギ
ャ
ッ

プ 、
青
森

支
部
青
年
部
員
九
名
（
組
合
六
名
の
内
理
事

五
名） 、
弘
前
支
部
六
名 、
八
戸
支
部
八
名

（
組
合
三
名）
と
い
う
よ
う
な
地
域
差
が
か

な
り
あ
る
訳
で
す 。
で
す
か
ら
部
長
の
立
場

に
あ
る
私
と
し
て
は
県
内
を
ま
と
め
る
と
い

う
よ
り
も
各
支
部
ご
と
に
連
携
を
とっ
て
い

た
だ
き 、
機
を
待
ち
た
い
と
思っ
て
い
ま
す 。

そ
れ
で
も 、
前
進
と
い
う
こ
と
か
ら
次
の

こ
と
を
活
動
指
針
と
し
て
い
き
た
い
と
思っ

て
い
ま
す 。

山

中
央
会
「
組
合
青
年
部
交
流
会」
を

通
じ
て
異
業
種
の
連
合
体
で
あ
る
性
格
を
活

か
し 、
交
流
に
よ
る
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
の
創
出
と
メ
リ
ッ
ト
を
組
織
拡
大
策
に

活
用
し
て
い
き
た
い 。

ω
青
広
美
協
の
事
業へ
の
積
極
的
参
加

に
お
い
て 、
青
年
部
員
聞
の
立
場
の
違
い

2 く第

青
森
県
屋
外
広
告
美
術
業
共
同
組
合

くほつと1991年（平成3年） 3月15日

（
経
営
権
を
も
っ
者
と
そ
う
で
な
い
者）
を

理
解
し
あ
い
な
が
ら 、
一
緒
に
組
合
を
盛
り

立
て 、
青
年
部
か
ら
の
提
案 、
事
業
に
対
し

て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得
た
い 。

問
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー

へ
の
働
き
か
け
と

し
て 、
彼
ら
の
平
均
年
齢
は
三
十
五
j

四
十

五
歳
と
若
く 、
青
年
部
を
拡
げ
る
意
味
で
も

大
き
戦
力
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す 。
講
習
会

や
事
業
に
青
年
部 、
組
合
員
と
お
な
じ
よ
う

に
呼
掛
け
案
内
し
て 、
各
支
部
の
組
合
員
に

な
る
様
に
押
し
進
め
て
行
き
た
い 。

ω

各
支
部
又
は
合
同
レ
ク
レ
l
シ
ョ
ン

の
実
施
に
お
い
て
は 、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会 、

ボ
ー
リ
ン
グ
大
会 、
八
甲
田
登
山 、
岩
木
山

登
山 、
ス
キ
l 、
ゴ
ル
フ
等
あ
り
ま
す
が
支

部
毎
に
半
年
に一
回
づ
つ
で
も
必
ず
計
画
し

て
実
行
し 、

親
睦
と
体
力
維
持
に
努
め
て
い

た
だ
き
た
い 。
又 、
各
支
部
に
も
呼
掛
け
て

い
た
だ
き
た
い 。

聞

社
会
奉
仕
に
よ
る
青
年
部
の
あ
り
方

と
し
て 、
清
掃
奉
仕 、
献
血
運
動 、
交
通
安

全
等
の
看
板
寄
贈
な
ど
あ
り
ま
す
が 、
レ
ク

レ
i
シ
ョ
ン
と
抱
き
合
わ
せ
で
も
良
い
の
で

考
え
て
い
き
た
い 。

三
支
部
合
同
で
時
期
を
決
め一
斉
に
行
わ

れ
れ
ば
最
高
の
ア
ピ
ー

ル
に
な
る
と
思
い
ま

す 。間

各
支
部
毎
に
青
年
部
の
財
源
を
作っ

て
い
た
だ
き 、
組
合
あっ
て
の
青
年
部
と
い

う
観
点
か
ら 、
一一一
カ
月
に一
回
と
か
勉
強
会

を
持
ち 、
又 、
各
種
交
流
会 、
講
演
会 、
大

会
等
に
出
席
忌
れ
る
方
に
幾
ら
か
の
補
助
金

を
出
せ
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い 。

広

和

会

活

動

報

告

み
や
び
広
和
会
前
会
長

浅

部

喜

久

男

見
え
な
い
根
が
あ
る 。

生
前 、
広
和
会
初
代
会
長
南
部
さ
ん
に 、

十
年
後
に
は 、
あ
ん
た
た
ち
の
時
代
だ
と
言

わ
れ
た
こ
と
が
在
り
ま
し
た 。
広
和
会
も
今

年
で
十
八
年
に
入
り
歴
代
会
長
は
じ
め 、
O

B
の
方
々
の一
歩
の
あ
ゆ
み
が
今
日
の
広
和

会
を
育
て
花
を
咲
か
せ
て
い
る
の
だ
と
思
い

ま
す 。今

の
若
手
会
員
（
四
十
五
才
定
年
で 、
現

在一
番
年
少
が
S
三
十
九
年
生）
が
こ
の
業

界
で
花
を
咲
か
せ
る
た
め
に
は 、
深
く
根
を

張
る
に
は
少
な
く
と
も
十
年
の
時
間
が
必
要

に
なっ
て
き
ま
す 。

十
年
た
て
ば
様
変
わ
り
し 、
そ
の
意
味
す

る
と
こ
ろ
が
わ
か
る
よ
う
に
な
る
と
思
う 。

こ
の
こ
と
か
ら
も 、
『
広
和
会
活
動
に
は

次
ぎ
の
時
代へ
の
大
い
な
る
可
能性
が
あ
る』

と
思
い
ま
す
基
本
計
画
の
な
か
で 、
全
国
大

会
え
の
参
加
と
青
連
協
活
動へ
の
協
力
と
う

たっ
て
い
ま
す 。
こ
の
変
化
の
激
し
い
時
代

こ
の
業
界
で
い
き
る
私
た
ち
は 、
次
ぎ
を
創

造
す
る
た
め
に
もっ
と
時
間
を
活
用
し
て
異

業
種
『
人』
の
人
間
と
会
お
う 。
異
業
種
情

報
の
交
換
と
い
う
も
の
を
必
要
と
す
る
時
代

に
立
ち
至っ
て
い
る
か
ら
で
あ
り 、
そ
こ
か

ら
新
し
い
時
代
に
対
応
し
た
新
し
い
ビ
ジ
ネ

ス
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
人
も
少
な
く
な
い
と
思

vっ。今
後
も
広
和
会
は 、
柔
軟
な
発
想
と
エ
ネ

ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
行
動
力
を
もっ
て
業
界
発
展

に
活
動
し
た
い
と
思
い
ま
す 。

な
お 、
一
月
の
広
和
会
総
会
に
お
い
て
八

代
会
長
に
タ
ガ・
ア
ー
ト
の
佐
藤
孝
く
ん
が

な
り
ま
し
た
の
で 、
よ
り一
層
の
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す 。

山
形
県
青
年
部
活
動

且 レ録 T
ト

青
年
部
会
長

聖

母
体
に
し
て
エ
リ
ア
を
県
全
体
に
広
げ
青
年

部
と
し
て
組
織
作
り
を
し
た
い
の
だ
が：：・

と 、
親
組
合
よ
り
要
請
が
あ
り
消
極
的
で
は

あ
り
ま
し
た
が 、
青
年
部
は 、
活
動
を
始
め

ま
し
た 。

設
立
総
会
に
は 、
心
に
残
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

が
ひ
と
つ
あ
り
ま
す 。
当
日 、
総
会
の
後
の

‘
懇
親
会
で 、
会
員
の
S
君
が 、
「
今
日
は
酒

が
飲
め
な
い 。」
と
言
い
な
が
ら
ソ
ワ
ソ
ワ

し
て
い
る
の
で
ど
う
し
た
の
か
と
尋
ね
る
と 、

S
君
「
実
は 、
家
内
が
い
ま
い
ま
出
産
し
そ

う
な
ん
だ
よ」
と
の
こ
と 、
S
君
は 、
早
々

に
帰
宅
し
ま
し
た 。
後
日
聞
い
て
み
る
と 、

総
会
の
二
日
後
長
男
誕
生 、
そ
れ
以
来
S
君

の
長
男
の
年
齢
を
尋
ね
れ
ば 、
青
年
部
の
年

齢
も
分
か
る
と
い
う
こ
と
に
なっ
た
訳
で
す 。

。
事
業
の
事

設
立
か
ら 、
満
4

年
に
な
ろ
う
と
し
て
お

り
ま
す
が 、
事
業
と
し
て
は 、
年一
回
の
総

会 、
研
修
会
事
業 、
会
員
参
加
の
経
済
的
事

業 、
組
織
拡
大
事
業 、
な
ど
が
あ
り
ま
す 。

研
修
会
事
業
と
し
て
は 、
講
演
会
（
過
去

二
回 、）
S
岱
年
か
ら
青
年
中
央
会
に
加
盟

し
て
お
り 、
中
央
研
修
会
事
業
に
は 、
積
極

的
に
参
加
し
て
お
り
ま
す 。
特
に 、
平
成
二

年
九
l

十
月
に
か
け
て
中
央
会
よ
り
後
援
を

い
た
だ
き 、
H

青
年
部
会
員
の
資
質
の
向
上

及
び
組
織
運
営
の
向
上
を
図
る
た
めH
を
目

的
に
N

時
代
に
マ
ッ

チ
し
た
広
告 、
町
並
み

と
サ
イ
ン
デ
ィ

ザ
イ
ン
の
研
究H
を
テ
！

マ

に
講
演
会 、
先
進
地
視
察 、
事
後
研
修
と 、

前
後
三
回
に
渡
り
研
究
会
事
業
を
実
施
致
し

ま
し
た
た 。

こ
の
事
業
で
は 、
事
前
研
修
と
し
て
研
修

会
テ
l

マ
を
中
心
に
講
演
会
を
企
画
し 、
講

師
に
は 、
山
形
市
内
で
活
躍
中
の
デ
ィ

サ
イ

ナ
ー

を
お
願
い
し
ま
し
た 。

先
進
地
視
察
は 、
東
京
都
内
（
日
々
目
ま

ぐ
る
し
く
変
化
す
る
時
代
と
そ
れ
に
対
応
す

る
サ
イ
ン
の
在
り
方
を
見
る）
と
横
浜
の
中

華
街
（
街
に
溢
れ
る
個
性
と
培
わ
れ
た
伝
統

を
見
る）
を
視
察
し
ま
し
た 。

事
後
研
修
で
は 、
二
回
の
研
修
会
で
の
感

想
を
参
加
者
全
員
が
レ
ポ
ー
ト
に
し
て
そ
れ

を
発
表
し
ま
し
た 。
各
自
の
視
点の
違
い
に

驚
い
た
り 、
納
得
し
た
り 、
大
変
有
意
義
な

研
修
会
で
在
り
ま
し
た 。
又
こ
の
よ
う
な
機

会
が
在
り
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
やっ
て
見
た
い
と

思っ
て
お
り
ま
す 。

組
織
拡
大
事
業
と
し
ま
し
て
は 、
そ
の
名

都

市

環

境

の

調

和

を

目

ざ

す

屋

外

広

告

昨
年
の
広
和
会
活
動
の
中
で
特
に
会
員
の

絶
大
な
協
力
と
い
い
汗
を
流
し
た
の
は 、
蒲

生
干
潟
の
看
板
寄
贈
で
し
た 。
今
ま
で
に
も 、

社
会
奉
仕
活
動
は
行っ
て
は
き
ま
し
た
が
今

回
ほ
ど 、
新
聞・
T
V
等
（
N
H
K
は
じ
め

民
放
各
社）
に
大
き
く

報
道
さ
れ
又 、
社
会

的
に
も
大
き
な
評
価
（
県
知
事
よ
り
感
謝
状

贈
呈）
を
得
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た 。

こ
の
こ
と
は 、
私
た
ち
組
合
の
今
後
の
P
R

法
方
法
（
仕
事
を
活
か
し
て
社
会
に
奉
仕
す

る）
の
在
り
方
に
大
き
な
方
向
づ
け
に
なっ

た
事
と
思
い
ま
す 。

『
大

樹
根
深
ι＝ 

花
に
は

。
設
立
の
事

昭
和
六
十
二
年
七
月
三
十
日 、
連
日
の
蝉

し
ぐ
れ
の
中 、
会
員
相
互
扶
助
の
精
神
に
基

づ
き 、
研
修
会
や
事
業
を
行
い
っ
て
社
会

的
か
っ
経
済
的
地
位
の
向
上
を
図
る 。
と
い

う
目
的
で
会
員
十
名
で
設
立
さ
れ
ま
し
た 。

し
か
し

設
立
に
あ
たっ
て
は 、
会
員
が
自
主

的
に
組
織
を
作
ろ
う
と
し
た
わ
け
で
は
な
く 、

以
前
か
ら
あっ
た

H
二
代
目
会H
（
ボ
ー
リ

ン
グ
大
会
等 、
主
に
レ
ク
リェ
ー
シ
ョ
ン
の

企
画
を
山
形
市
中
心
に
行っ
て
い
た 。）
を

9

月

刊

日

屋

外

広

告

の

日

の
と
お
り 、
会
員
数
の
拡
大
と
各
自
業
の
充

実
化
を
図
る
事
を
目
的
に
行っ
て
お
り
ま
す

が 、
あ
ま
り
肩
を
張
ら
ず
に
入
会
資
格
者
を

対
象
に

H
ふ
れ
あ
いH
を
もっ
と
う
と
し
て

イベ
ン
ト
な
ど
を
企
画
し
て
行
き
た
い
と
思っ

て
お
り
ま
す 。

拙
文
失
礼

技

能

グ

ラ

ン

プ

リ

東

北

勢

上

位

入

賞

第
十
回
技
能
グ
ラ
ン
プ
リ
が
平
成
三
年一

月
十
八
日
か
ら
二
十一
日
ま
で
の
四
日
間 、

千
葉
市・
高
度
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー

西
千
葉

分
所
を
は
じ
め
八
会
場
に
お
い
て
開
催
さ
れ 、

東
北
六
県
か
ら
参
加 。

岩
手
県
の
長
嶋
看
板
店・
長
嶋
勝
敏
氏
が

一
位
金
賞
を
獲
得
し
ま
し
た 。

成
績
は
次
の
通
り
で
す 。

一
位

金
賞

長
嶋
勝
敏

長
嶋
看
板
店
（
岩
手）

銅
賞

刈
団

幹
男

マ
ル
ミ

工
芸
（
山
形）

位

松
野
良
宏

有
マ
ツ
ノ
商
美
社
（
福
島）

賞

佐
々
木
二
郎

ア
ー
ト

サ
イ
ン
（
宮
城）

賞
小
畑
正
博

株
あ
や
き
か
く
（
秋
田）

三
位

五優

秀

優

秀

私
事 、
こ
の
た
び 、
縁
あっ
て 、
平
成
二

年
十一
月
二
十
六
日
付
け
で
前
任
の
小
形
事

務
局
長
に
替
り
宮
広
美
並
び
に
東
北
地
区
連

の
事
務
局
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た 。

た
い
へ
ん
な
重
責
を
体
に
感
じ
て
お
り
ま
す

が 、
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が 、
皆
様
の
か

け
橋
と
な
り
ま
す
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
宜
し
く
御
厚
誼
御
芳
情
を
賜
わ
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す 。

事
務
局
長

佐
藤
啓
視

長嶋看板店（岩手）1位マルミ工芸（山形）3位

…

麗

編

集

後

記

ぷ一

啓
賛
も
過
ぎ 、
庭
の
土
に
も
ぬ
く
も
り
を

感
じ 、
南
の
方
か
ら
の 、
桜
前
線
の
北
上
に

耳
を
傾
け
る
今
日
此
頃
で
す 。

昨
年 、
第一
号
を
出
し
て
か
ら 、
早
く
も

一
年
が
過
ぎ 、
第
二
号
と 、
情
報
文
化
委
員

は
公
私
多
忙
の
中
守
し
た
が
発
刊
ま
で
が
ん

ば
り
ま
し
た 。
各
県
の
色
々
な
情
報
を
よ
り

多
く
と
思っ
て
お
り
ま
す
が 、
少
な
い
紙
面

で
す
の
で
編
集
に
は
苦
労
し
ま
す 。

そ
の
よ
う
な
訳
で 、
内
容
の
不
備 、
編
集

技
術
も 、
も
う一
つ
と
ご
意
見
は
あ
る
と
思

い
ま
す
が
ご
容
赦
下
さ
い 。

終
り
に 、
こ
の
編
集
に
は 、
宮
城
の
大
友

さ
ん
に
は
大
変
ご
苦
労
を
か
け
て
お
り
ま
す 。

心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す 。

情
報
文
化
委
員
長
古
津
龍一

青
森
県・（
有）
弘

宣員
瀬
俊
治

岩
手
県・（
有）
カ
マ
ダ
デ
ザ
イ
ン
ル
i

ム

鎌
田
昌

孝

宮
城
県・
大
友
看
板
工
芸
社大

友
敏

（
組
合
事
務
局）

（
株）
彩

美
堂

古

津

龍

伊ワ
看
板
工
芸

黒
沢

夫

秋
田
県・

山
形
県・

福
島
県・（
有）
ク

功




